
事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 元請け

事故区分 架空線・信号等損傷 性別 ― 年齢 ― 業種区分 土木

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 ―
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事故原因

改善策

様式６

公 共 工 事 等 事 故 情 報

　作業前のKY活動等において、関係者全員で作業機械が作動する範囲にある架空線等の位置を現
地確認するとともに、作業において支障となることが予想される架空線の位置等を認識しやすくするた
めに表示板を設置した。
　作業機械の作動時には合図者を確実に配置し、合図者は架空線等へ十分注意を払いながら適切
な指示を行って運転者はその指示を厳守するなど安全な手順を徹底させるよう関係者に認識させた。

事故状況図

改善状況図

令和　６年　７月　２５日（木曜日）　　13時35分

架空線（インターネット接続線）を切断

　ダンプトラック（４t）の荷台を架空線（インターネット接続線）に接触させ切断させたもの。

　埋戻し材（砂）を掘削箇所内におろした後、少し荷台を下げて前進移動したこと、また、荷下ろし時は
合図者が配置され監視はなされていたが、その後の移動時には合図者は配置されていなかったた
め。
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